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まえがき

ニジェール共和国政府の農業開発に対する努力に応え､海外農業開発コンサル

タンツ協会(ADCA)は､深沢友雄(㈱建設企画コンサルタント)と染矢豊文(日

商岩井㈱)の2名を事前調査団として現地に派遣し､テイラベリ県ニジェール川読

域小規模濯親閲発計画に係わる事前調査を実施した｡

調査団は､平成6年7月21日から7月31日の1 1日間同国に滞在し､現地

踏査､関係資料の収集に当たり､ニジェール政府担当者要人との協議を実施した｡

本事前調査報告書は､現地調査の結果及び資料収集･情報を基に､テイラベリ

県ニジェール川流域小規模潅親閲発計画に関する現況､実施方針等を示すもので

ある｡

調査は､本事前調査報告書がニジェール政府の推進する農業開発の一助になる

ことを心から望むものである｡最後に､調査団に対し適切な助言と御指導を承っ

た在象牙海岸共和国El本国大使館､ニジェール国水利環境省､農業牧畜省､財務

計画省及び外務協力省をはじめとする両国政府関係機関に対し深甚なる謝意を表

したい｡

平成6年8月 ADCA事前調査団



調査対象位置図1
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1.背景

ニジェール共和国は西アフリカに位置している内陸国であり､その国土面積

1,267千km2を有しているが､国土の900/oが乾燥及び半乾燥気候下に属している｡同

国の人口は1992年時点で826万人(推定)で､年間人口増加率は3.3%であり､国

民一人当たりの国民総生産(GNP)は300USS (1991年)となっている｡

ニジェール国の人口の約900/oが農村部に居住する農業国であり､国家の社会･

経済は農業部門に大きく依存している｡国内総生産(GDP)に占める農業部門の

割合は37%(1987年)に達している｡農村人口及び耕地の分布状況は農業･住民生活

に必要な利用可能となる水資源の分布と対応しており､それらの大部分はニジェ

ール川流域及び降雨量の多い南部地域(ブルキナファッソ､ベナンとの国境地帯)

に分布し､他は国内に点在するワジ周辺に分布している｡耕地面積は約376万baで

国土面積の3 %に過ぎない｡又､濯概耕地面積は1･4万ha (全耕地面積の0･4%)と

報告されているが､農業基盤整備はあまり行われていないのが現状である｡この

ため農業生産は不安定な天水に依存しており､そのため生産性は低く早魅の脅威

に晒されている｡主要農作物はパールミレット､ソルガム､ニュベ､キャッサバ

等であり､サヘル地帯からニジェール南部地帯までの広い地域で栽培されている.

又､米､綿､麦及び野菜等は主に降雨量の多いニジェール川流域で生産されてい

る｡

天水依存型の農業生産は不安定であり､ニジェール国民の食料自給には程遠く､

年間穀物必要量の77%を輸入に頼っている｡このような状況下にあって食料の確

保･自給率の向上及び農村に於ける生産基盤･生活環境の整備等は､砂漠化と闘

い続けるニジェール国の最重要課題であり､国家開発計画の大きな目標となって

いる｡ニジェール政府が立案した国家経済社会開発計画新5ケ年計画(1987年-

1991年)においては以下の目標が掲げられている｡

1)農業･林業･牧畜の潜在力の保全と復興

2)食料自給率の向上

3 )農村所得の増大と生活環境の改善

4 )地方住民の開発への参加と責任の分担
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2.地区の概要

(1)位置､地形及び気候

プロジェクト対象地区は､ニジェール国テイラベリ県に属しているテイラベリ郡､

サイ郡､テラ郡及びコロ郡にまたがって流れているニジェール川の流域に散在し

ている村落で､農業ポテンシャルが国内でも高い地区で豊富なニジェール川の表

流水の利用が可能である｡気候はサヘル気候帯に属しており10月から翌年6月ま

での乾期と､ 7月から9月までの雨期の2つに区分する事ができる｡雨期には年

平均280mmから500mm程度(1993年時点)の降雨量がある標高200mから300mの低

平地帯となっている｡ニジェール川流域の左岸には広大な化石水を擁するグロル

ポッソ渓谷が広がり､右岸には季節によって表われる小河川(ワジ)が密度濃く

四方八方に散在している｡これはニジェール川右岸には基盤岩が突出した丘陵地

帯とシルトが堆積した盆地により構成されているためである｡尚､計画対象地区

内の全人口は1988年時点で795千人であり､人口増加率は2.6%となっている｡

床分 村落数 村落人口

テイラベリ 388 190,000

テラ 322 290,000

サイ 510 134,000

コロ 262 181

482 795

ベリ サ

年間降雨量 (mm) 426.5

年間蒸発散 (nlnl) 1 1.3

年平均最高気温(℃) 36.3

fE平均最イ氏気涌(oC) 23.2

388.7 504. 7 474.2 284.7

ll.2

37.5

23.5

(2)農業の現状

ニジェール川流域に広がる地区は､ニジェール国の中でも降雨量が多く且つ､

肥沃な土壌を有している等の気候及び自然条件に恵まれているため､農業ポテン

シャルが非常に高い地域となっている｡しかしながら農地に於ける濯概施設が未

整備なため､地域住民はニジェール川の水を手汲みにて運搬し各圃場へ必要な用
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水量を供給している｡従って濯概面積が限られているため､収穫できる農作物の

生産量の増加はあまり期待できない｡生産されている主要農作物はミレット､ソ

ルゴ､トウモロコシ､米､落花生､ニエベ等である｡

ミレット ソルゴ ニュベ

籍(hal Ll官署｢tonl 面梧(ha一 Ll?量｢tonl 而梧(ha一 Ll?量(ton

テイラベリ 83,495 31.4 17,036 4.0 5,178 0.1

サイ 81,452 42.5 23,372 9.1 22,833 4.3

コロ 113,049 60.6 3,438 1.9 72,768 19.1

528 56.7 17 036 9.9 96 970 4.9

米 トウモロコシ 落花生

面積(ba)収量(ton) 面椿(ba)収量(ton) 面栢(ha)収量(ton

テイラベリ 9,180 33.5

サイ 1,599 4.3 1.2 0.8 2.0 1.2

コロ 4,954 18.0

フ 2 495 2.9

3,計画の目的

本計画の目的は､ニジェール国の中でも特に農業ポテンシャルが高いニジェー

ル川流域に散在している濯概可能地区に､ニジェール川の表流水を利用した小規

模潅概計画を策定し､換金性の高い野菜作物の生産力を高めると共に､各村落住

民に対する生活用水施設の整備及びその水源を利用して周辺地域に於けるインフ

ラ整備を行い､地域住民の現金収入の増加による生活環境の向上及び農村環境整

備を図る農業開発計画の確立を目指すものである｡

4.計画の概要

本計画の目的を達成するためには､以下のような計画を策定する必要がある｡

(1)本計画の立案･策定に当たってはニジェール川流域の表流水､地形､地質
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等を把握すると共に､降雨状況､農業状況及びインフラ環境等を検討して

地域的にプロジェクト計画適地の選定を行い､プロジェクト対象地域全体

に於ける農業開発計画の立案

(2)小規模濯概､生活用水確保のための井戸施設､インフラ整備､ポスト--

ベスト等に関連する施設の設計

( 3 )営農計画及び作物体系の策定

(4)プロジェクト実施前と実施後による計画地区の環境アセスメント

( 5 )建設計画の策定及び概算工事費の積算

(6)本計画の事業評価

5.開発調査への提案

(1)調査の目的

a.ニジェール川流域に於ける表流水の水収支解析を行い､表流水の開発利用計

画を策定する｡

b.対象地域に於ける土地利用区分を策定し､開発優先地区を選定する｡

c.表流水を利用した小規模濯概システムを確立する｡

d.対象地域に於ける生活用水施設､営農計画､アクセス道路､ポスト-ーベ

スト施設を策定する｡

e.環境アセスメント調査

(2)調査の概要

a.対象地域

b.調査方法

c.調査実施期間

フェーズⅠ

テイラベリ県テイラベリ郡､サイ郡､テラ郡及びコロ郡にま

たがって流れているニジェール川流域に散在する各村落

本調査はフェーズI及びフェーズIIに分けて調査を実施する

本調査を実施するためには12ケ月を要する

[第1次現地調査]

･調査対象地区の地形図(S=1/50,000)及び基礎データ(気象､水文､土地利用､
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土壌､営農､地形､地質､河川流量､水質､地区内の対象村落数及び人口)の

収集

･調査対象地区のニジェール川流域の表流水､地下水依存量及び土地利用状況調

査

･既設構造物(濯概､給水､農道)のサイト調査

[第1次国内解析調査]

･プロジェクト計画適地選定基準を立案し､小規模潅概が可能な地区を概定する｡

･小規模濯概の適正規模を策定して必要な各構造物(取水施設､配水施設､濯概

施設等)の概略設計を行う｡

･計画対象村落に於ける生活用水供給施設の規模及び概略設計を行う｡

フェーズⅠⅠ

[第2次現地調査]

･選定されたプロジェクト計画適地についての地形図(S=1/500)の作成及び補足

資料の収集

･プロジェクト計画適地に於ける詳細サイト調査(表流水､地下水､地質､土壌､

地形､営農､農作物､農道等)

･小規模濯概計画の策定及び関連構造物の概略設計

･生活用水供給計画の策定及び関連構造物の概略設計

･社会､経済､環境調査

[第2次国内解析調査]

･ニジェール川流域の表流水及び地下水依存量評価に関する水収支解析

･小規模濯概施設及び給水施設の詳細設計

･インフラ整備計画の策定

･営農計画の策定

･建設工事費の積算

･事業評価及び環境アセスメント
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6.相手国実施機関

本調査は水利環境省･農業土木局が実施機関となって推進される｡

7.総合所見

(1)事業のインパクト

農業部門の開発は気象､土壌､水資源等の自然条件に左右されるが､ニジェー

ル国では国民の90%が農業に従事している事から､ニジェール政府は特に強化す

べき部門として国家開発計画の中で位置付けており､同国の将来の経済発展の鍵

を握る重要な産業分野の一つであると考えている｡

本計画の対象地域となっているニジェール川流域は､ニジェール川の豊富な表

流水を恒常的に利用する事が可能である｡又､他地区と比較して降雨量が多く且

つ､人口が集中している事から､国内でも農業ポテンシャルが非常に高い地域と

なっている｡しかしながら､現在は濯概施設等の整備が遅れているために農産物

の生産性が低くなっている｡従って､本計画はこジエール川流域でニジェール川

の表流水を利用して安定した潅概用水の供給を目的とした小規模潅概地区を選定

及び策定し､野菜を主とした換金性の高い農産物の増加を図る｡更に､各村落に

於ける生活用水施設等の農村インフラ整備も同時に実施して､地域住民の生活安

定を図ると共に長期的には農業生産及び農家所得の向上にも繋がる等､多大な効

果が期待できる｡

(2)期待する次のステップ及び調査必要事項

本計画を実施するに当たり､初めにフィージビリティー調査が必須条件になる

と考えられp8｡ニジェール川流域の農業ポテンシャルの高い地域で安定した野菜

栽培を実施するために､ニジェール川の豊富な表流水を利用して小規模濯概及び

給水施設等の農村インフラ整備の策定を行い､計画適地の選定､各構造物の規模

及び施設の内容についての開発可能性を検討する必要がある｡

フェーズⅠでは計画対象地域全体に於ける農業ポテンシャル､表流水､地下水

依存量､農村インフラ等についての概略調査を実施し､プロジェクトサイトの適

地選定を行う｡又､次の段階であるフェーズⅠⅠに於いては各プロジェクト適地に於
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ける地形､地質､表流水､土壌､地下水依存量､土地利用状況､濯概面積､農作

物価格､農村インフラ､村落状況等についての詳細調査を実施して､開発規模及

びその内容について検討する｡
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[添付書類]
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A-1.調査員の略歴

A-2. 調査日程 染矢豊文(現地参加)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 ■H6.7.26 火 アビジャン ニアメ 二アメ 移動(RK350)

2 7.27 水 こアメ 現地調査.資料収集

3 7.28 木 ニアメ 水利環境省.農業牧畜省

4 7.29 金 ニアメ 財務計画省.外務協力省

5 7.30 土
l

ニアメ 資料整理

6 7.31 日 ニアメ アビジャン アビジャン ##(RK300)

7 8.1 月 アビジャン 日本大使館報告

8 8.2 火 アビジャン 資料収集
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(深葎友雄)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 H6.7.19 火 成田 アムステルダムアムステルダム出国(KL862)

2 7.20 水 アムステルダムパリ 機内泊 ##(KL331)

3 7.21 木 パリ ニアメ ニアメ 移動(AF7230)

4 7.22 金 こアメ 水利環境省打合せ

5 7.23 土 ニアメ 現地調査

6 7.24 日 ニアメ 資料収集

7 7.25 月 ニアメ 現地調査

8 7.26 火 ニアメ 現地調査

9 7.27 水 ニアメ 現地調査.資料収集

10 7.28 木 ニアメ 水利環境省.農業牧畜省

ll 7.29 金 ニアメ 財務計画省.外務協力省

12 7.30 土 ニアメ 資料整理

13 7.31 日 ニアメ アビジャン アビジャン ##(RK300)

14 8.1 月 アビジャン 日本大使館報告

15 8.2 火 アビジャン 資料収集

Eel 8.3 水 アビジャン ブリュッセル 機内泊 移動(SN514)

17 8.4 木 ブリュッセル アムステルダムアムステルダムS&(KL382)

EEl 8.5 金 アムステルダム 機内泊 移動(KL861)

19 8.6 土 成田 帰国
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A-3 資料牧集リスト

l. Carte de Niamey, Plan de Ville (S =1/15,000)

2. Carte de Niger (S -1/1,000,000)

3. Carte de Tillabery (S -1/500,000)

4. CARTE GEDLOGIQUE (TILLABERY) (S -1/2,500,000)

5. CARTE GEOLOGIQUE (NIGER) (S -1/7,000,000)

6. Rapport du Projet d'Exploitation des Ressources en Eau Pour le Developpement

Agricole de la Zone et Protectio□ de l'EⅢvironnement

7. PLUVIOMETRIE JDURNALIERE 1993 (NIAMEY, TILABERY, SAY, KOLO, TERA)

8. TEMPERATURE MAXIMALE ET MIN川LrM 1993 (NIAMEY, TILLABERY)

9. RECENSEMENT GENERAL DE LA POPULATION 1988

REPERTOIRE NATIONAL DES VILLAGES DU NIGER

10. SITUATIONS AGROMETEOROLOGIQUE ET HYDROLDGIQUE DAMS LES PAYS DU CILSS EN 1992

ll. PLAN DE DEVELOPPEMENT ECuNnMIQUE ET SOCIAL DU NIGER 1987-1991

12. GUIDE NATIONAL D'ANIMATION DES PROGRAMMES D'HYDRAULIQUE VILLAGEOISE, 1992

13. ANNUAIRE DES STATISTIQUES DE L'AGRICULTURE ET DE L'ELEVAGE 1991

14. CADRACE MACRO-PECONOMIQUE DU BUDGET POUR L'ANNEE 1994

15. ATLAS POUR LA PLANIFICATION (TILLABERY)
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A-4 面会者リスト

1.象牙海岸共和国･日本大使館

軽部 韓

国枝 正

川口
一義

森谷 裕司

参事官

一等書記官

一等書記官

二等書記官

2.ニジェール共和国邦人関係者

塩谷 正毅 JICA/JOCV調整員事務所長

田中 収 JICA/JOCV調整員事務所･調整員

佐藤 兆治 JICA専門家(水利環境省)

小倉 信雄 JICA専門家(鉱山省)

伊賀 啓文 農用地整備公団

3. M川ISTERE DE L'AGRICULTURE ET DE L'ELEVAGE (農業牧畜省)

M. DJARIRI BABAMASSI

M. SEINI MOUSSA

4. MINISTERE DE L'HyDRAULIQUE ET

M. B:[LLO SOLIMANA

M. AMADOU HAL:[DOU

M. ZIBD ZAKARA

M. BAOUA GARBA

M. SOULEY A. GALAD川A

DIRECTEUR, DEP (計画局長)

DIRECTEUR , DIRECTION DE GENIE RURAL

(農業土木局長)

DE L'ENVIRONNEMENT (水利環境省)

MINISTRE (大臣)

SECRETAIRE GENERAL (次官)

DIRECTION DES 川FRASTRUCTURES HYDRAULIQUES

(水利インフラ水利局長)

CHEF DU SERVICE DE L'HYDRAULIQUE RURALE

(地域水利課長)

DIRECTEUR, DDH/TI (テイラベリ水利局長)

M. SOULEYMANE ALIMI AMADOU DDH/TI(テイラベリ水利局)

5. MINISTERビ DES FINANCES ET DU PLAN (財務･計画省)

M. ABDDU SDUMAILA

M. GARRO GADO

M. YAYE SAIDOLr

CHEF SERVICE DEVELOPPEMENT RURAL, DPP

(プログラム計画局･地域開発課長)

CHEF DU DIVISION COOPERATION JAPON

(日本担当協力課長)

DIRECTEUR DES PROGRAMMES ET DU PLAN

(プログラム計画局長)
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6･ M川ISTERE DES AFFAIRES ETRANGERES ET DE LA COOPERATION (外務･協力省)

M. ASSOUMANE GUIAOURI

M. ALMIMOUNE BAZINDRE

MM. AICHATOU ILLO

DIRECTEUR DE AMERIQUEIASIE-OCEANIE

(アメリカ,アジア,オセアニア担当局長)

DIRECTION ASIE-OCEAN二【E

(アジア,オセアニア担当官)

DIVISION JAPON,DIRECTION AMERIQUE-ASIE10CEANIE

(日本担当官)

7. PREFECTURE DE TILLA8ERI (テイラベリ県庁)

M. HAROUNA OUMAROU SECRETAIRE GENERAしADJOINT (次官補佐)

8. BRGM(フランス水利地質コンサルタント)

M. TAflIRON ABDOLrLK口RRW INGENIEUR日YD□ROGEOLOGUE (地質水利技師)

9. DIRECT川N DE LA METEOROLOGIE (気象局)

M. Bachir Magagi INGENIEUR METEO (気象技師)
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A-5.調査実施案

R6publique du Niger

Termes de r卓f6rence pour une demande d'6tude de faisabilit6

(prqjet)

Mom du projet:

Site du projet :

Projet de d岳veloppement de petits perlmetreS de culture dans

le bassin du Niger, d6partement de Tillab岳ry

Partie du bassin du Niger recouven par les arrondissements de

Ti"ab6ry･ Say, T岳ra et Kollo dans Je d6partement de Tillab岳ry

Organe de r6alisation : Minist台re de I'Hydraulique, de l'Environnement, direction du

G6nie rural de la R6publique du Niger

Source d'assistance :

1. Cadre du projet

Gouve｢nement du Japon

Le Niger est un pays continental dlAfrique de l■Ouest, dont 90 % du territoire, d'une

superficie totale de 1 267 000 km2, se trouvent dans une reg10n de c‖mat Bride ou

semi-arjde. SeJon les estimations de 1992, la population du pays est de 8 260 000

habitants･ et le taux de croissance d占mographique de llordre de 3,3 %･ Le PNB par

habitant se situe autourde 300 S US (1991).

Avec 90 % de sa population concentr6e en mi(ieu rural, le Niger est un pays

essentie‖ement agncole･ Du point de vue socjo-6conomlque, le pays repose

essentieJlement sur le secteur ag｢icole et rural, qui fournissent 37 % du PIB (1987).

La r6partition de la population et des cu一tures suit la repanition des ressources en eau

disponibaes pour res besoins de l'agrlCulture et des populations･ La maJeure Partie de

ceS reSSOurCeS Se trOuVe dans le bassin du fleuve Niger et dans res
reg10nS

m6ridionaJes畠forte pluviom6trie (zone frontali岳re du Burkina Faso et du Benin) et

autour des wedis disperses sur l'ensemble du pays･ Les terres cultiv占es representent

3 % de la superficie totale du pays, soit 3 760 000 ha･ Les cultures ir√-gu6es couvrent
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14 000 ha, s°it0,4 % des superficies cu[tiv6es. Les infrastructures rurales de base

sont assez peu d6veJoppees, de sorte que le productivit6 du secteur, qu暮rePOSe Sur

des techniques de cuJture extensive de forme p[uvjaJe reste faibJe. On cultive

PrJnC]Palement du millet, du
sorgho. du ni6b岳, et de ['arachide sur de larges perimetres

comprlS entre le Sahel et la reg10n Sud du Niger･ Dans [e bassin du Niger, OCJ les

pluies sont abondantes, on cultive Je riz, le coton, [e b[6 et ]es legumes.

La production agncole･ fonement trjbutaire des eaux pluviales, est instabJe ; le pays,

loin d'assurer son autonomie alimentaire, est oblig岳d'importer 77 % de ses besoins

annuels en c6r6alesI Ainsi, le gouvernement du Niger a inclus l-am6nagement des

infrastructure de base du secteur de production et de l'environnement rural parmi ses

objectifsmaJeurS de d6veloppement national dans Je but de garantir la production et

re[ever ‡etaux d'autosuffisance alimentaire, probl台me maJeur de ce pays aux prlSeS

avec la d6sertification･ Les
objectifsdu plan qulnquennal de d6veloppement socio1

6conomique national (198711991) portent sur二

1) la protection et la rehabi一itation des capacit6s de production de l-agnculture,

des for台ts et de l16Jevage,

2) l●aリgmentation du taux d-autosuffisance alimentaire

3) l'aリgmentation des revenus des popuJations rurales et des condJ'tions de vie

dans les campagnes

4) la panicipation des populations reg10nales et le partage des responsab=it6s

dans le d6veloppement

2. Objectifs de l'卓tude

Cette 6tude a pour objet d'畠tablir un projet pour I'irrlgation de petits penmetres de

culture avec les eaux de surface du fleuve Niger. sur des secteurs du bassin du Niger

quf･ m台me pour ce pays, presentent un potentiel agrlCOle particuli6rement 6lev6. Ceci

Permettra de renforcer la production des cultures mara†cheres畠forte valeur d-6change

tout en augmentant les revenus des populations locaJes dont le niveau de vie sera

am岳Iior畠I Ces
objectifs seront atteints gr畠ce aux infrastructures nouvelles

d'alimentation en eau potable des villages et au reboisement des secteurs de la

p6rjph6rje des points d'eau
exploit6s･ L'6tude aura pour but essentiel d'6tablir un

projet
de d6veloppement agrJCOIe quf favorisera Jes am6nagements qul tOuChent

l'environnement rural.
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3.

El

Secteur recouvert par le projet

Le secteur du
projetcomprend

des sites au fort potentjel agrlCOle r6partis sur la partie

du bassin du Niger recouvert par les arrondissements de Tillab6ry, de Say, de T6ra

et de Kollo dans le d6partement de T‖ab6ry･ Ce sont des sites sur lesquels ilest

possible d-exploiter res eaux de surface du fleuve Niger quJ SOnt abondantes dans un

secteur oh les precLPitations annuelJes sont compnses entre 280 mm et 500 mm

(1993)I La population du secteurdu projet
6tait estim6e畠795 000 personnes en 1988.

Contenu de ll卓tude

L'6tude de faisabilit6 propos6e est constitu6e de deux phases de travail avec chacune

les volets d●action suivants.

Phase I

(1) Premiere reconnaissance sur le terrain

a.

C.

Cartes topographiques du secteur de J'岳tude (S
= 1/50 000) et donn6es

de base (c‖mat, hyd｢ologie, utiJisation des terres, p6dologie,

exploitations agrlCOIes, re一ief,geologJe, eauX SOuterraines, debit des

fleuves, analyse de qualit6 de l●eau et essais de pompage, nombre

dfaggfom6rations et population.

Potentiel hydrauJique des eaux de surface et des eaux souterraines du

bassin du fleuve Niger sur le secteur du
projetet 6tude des conditions

d●ut=sation des terres.

Etude des ouvrages existant (alimentationen eau, r6seaux d'irrigation,

routes ｢u｢ales).

(2) Premi占re analyse au Japon

a.

C.

Etablissement des criteres de selection des sites du projet,d6signation

des secteurs oC) l'implantation de petits penmetres dlirrigation sera

possible.

PJan detaiII6 des ouvrages (prises dreau, r6seau de distribution,
r6seau

d'irrigation, routes rurales, etc) apres avoir d岳fini la ta川e optimale des

petits penm畠tres dlirngation.

PJanification d畠tail16 et tame des insta‖ations d'alimentation en eau

potable dans les v川ages du
projet.
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PHASE 2

1) Deuxi岳me reconnaissance sur le terrain

a.

C.

e.

Pr岳paration d'une cane topographique (S= 1/500) et compilation de

documents compl岳mentaires concernant les sites expJoitabLes.

Etude d6tail16e des sites du projet(eaux
de surface. eaux souterraines,

geologle, P岳dologle, eXPloitations agncoles, cultures, routes rurales,

commercialisation).

Etablissement du plan d-imgation des petits penmetres et plan detail16

des ouvrages p6riphiriques.

Etablissement du
plan d.alimentation en eau potabJe et plan d6taiI16 des

ouvrages p6riph6riques.

Etude socio一色conomlque et enVironnement

(2) Deuxi台me analyse au Japon

a. Ana)yse des bi[ans d'eau
apres evaluation des potentiels hydrauliques

en eaux de surface du fleuve Niger et en eaux souterraines.

Elaboration des installations d'imgation des petits penmetres et des

r岳seaux d'alimentation en eau.

Elaboration du plan dlam岳nagement des infrastructures.

Plan d6tai[l岳des installations d'irrlgation et des r岳seaux d'alimentation

en eau.

Elaboration d'un programme d'exploitation agrlCOle.

Calcul des col(ts de construction.

EvaJuation des travaux et de l'impact sur J'environnement.

5.

6.

Dur6e de I'卓tude

L'6tude durera 12 mois.

D6tachement des experts

Pour r6aJiser les investigatJ'ons et ana一yses de l-6tude la mission devra comprendre des

experts daロs les domaines
suivants :

a.

b.

C.

d.

Synthese et coordination (chef de
mission)

CIimatologie, hydrorog[e et hydraullque

lrrlgation et drainage

Eaux souterraines (prospections physiques)
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e.

f.

g.

h.

7.

Planification des instaJJations d'irrigation

Planification des installations d'alimentation en eau

Agriculture et p岳doJogle

D岳veloppement et envjronnement rural, commercialisation et infrastructures

(alimentationen eau, insta"ations d'hydrauJique agro-pastorale, routes ruraJes)

Evaluation socjo-6conomlque et岳conomie agncole

Lev岳s et calcul des coCJtS

Le nombre total des speclalistes n岳cessaires est 6valu島台65 hommes/mois pour cette

6tude qui devrait durer 12 mois.

Rapports

Les diff6rents rapports de la mission d'6tude seront r岳dig6s en franGalS et PreSent6s

au gouve｢nement du Niger.

Phase 1

a･ Rapport pr61iminaire (20 ex.)

b･ Rapportd'avancement l (20 ex.)

Phase 2

a･ Rappo｢t pr61iminaire (20 ex.)

b･ Rapport dlavancement ll (20 ex.)

c･ P｢ojetde｢appo｢tfinal (25ex.)

d･ Rapport final (50 ex.)

1 mois apres Je d占marrage de l'岳tude

3 mo首s apres le d6marrage de ll岳tude

1 mois apres le d6marrage de l'6tude

1 mois apres le d6marrage de ['6tude

12 mois apres le d6marrage de II6tude

1 mois apres r岳ception des observations

sur le pro)et de
rapport final
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Etude de faisabilit6 du
projetd･irrigation de petits penmetres du bassin du Niger

dams le d6par[ement de Ti"ab6ry en R6publique du Niger & projetde r6aJisation

PHASE

M○lS

ⅠTEHS

Phasel

PHASEⅠ PHASEⅡ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EEL 12 13 1叫 1う

(1)Cartelopographique(S=1/50000)e(donn6eSdeba8e

(cljmat.hydrologie.utjliSationdeSterres.agn'culture.9丘ologie.

dibitdesneuves.ago(omiratjons)

(2)lnVe8ligaLーon8BU'feler｢a-n(ouvrage8eXJstants.eauxderSurfaceー

utiEJsatjonde6terreS.PddologJe.explojtatlonsagric○le8.T○UteSrUra)e6,

imgation.aL事mentat】oneneau.eauxsbu(e'ralnes)

(3)ChoixdesSjlesduprojeL

(4)EtudediLai(l&eduprojet.ilaborationetanalyseS

地｣ま

(1)Canetopographique(s=1/500)etdocumentscomp始mental.res

(2)Etuded紬‖Jiedessitesdup(ojet(eauxdesur(ace,eauxsouterrajnes,

exp)oitationsa9ricoーes.afimentali○neneau.irrigation,routesrurafes).

(3)ELab‖ssementdesplansd.afl.mentatjonetdlrrigationdes

pets(spirimbtresetpland&taif[占desouVragespiriph6,iques.

(4)Eludesocーo一名conomjque

(5)Etablissementdesinsta"ationsd.ETHgation.de..aJjmentationeneau

etdesi∩(raslructuTeS.analysedesbiTansd.eau

(6)CaJcurdesco地deconslruction.ivaJualiondesI,,∨.ux

etdel-jmpactsurl'enVironnement.
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産婆牧畜省･組糸:艶匿l

DDA
:県農業局

SAA :郡農業課
DDE

:県畜産局
SAE :郡畜産課

DDGR :県農業土木局
CSLALAV

:中央特別バッタ災害局
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頭首工の管理棟 (Equipement du Barrage) 頭首工の記念碑 (Monument du Barrage)

ニジェール川に建設された頭首工 (Barrage au Fleuve Niger)



ニジェール川流域状況 (Situation du Pleuve Niger)



幹線用水路 (Canal Principal)

分水エ (Canal Partiteur)

ニジェール川からの取水施設 (Prise d'Alimentation dy Fleuve Niger)



野菜栽培状況 (Situation des Cultures Mraichfcres)

稲作地帯 (Situation des Cultures Rizs)



野菜載噂状況 (Situation des Cultures Mraichores) 野菜栽培状況 (Situation des Cultures Mraichores)

野菜栽培状所 fSitll針目血n rl戸兜〔暮IlllHr的M一・負i上hムrpで1 野菜栽培競演 (Situation des Culllures Mraictieres)



給水施設状況 (Situation d'Alimentation enEa)

給水施設状況 (Situation d'Alimentation en Eau)

給水施設状況 （Siluation　ｄ’Alimentationlen Eau
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1. Cadl.e du
projet

Le Niger estunpays continentald■Afrique de l10uest, dont 90 % du territoire, d-une

super丘cie totale de 1 267 000 km2, se trouvent dams une reglOn de climat 乱ride ou

semi-aride･ Selon les estimations de 1992, 1a population du pays est de 8 260 000

habitants, et le taux de croissance dimographique de llordre de 3,3 %･ Le PNB par

habitant se situe autour de 300 S US (1991).

Avec 90 % de sa population concentric en milieu rural, 1e Niger est un pays

essentiellement agrlCOle. Du polnt de vue socio-6conomlque, 1e pays repose

essentiellement sur le secteur agricole et rural, qui foumissent 37 % du PIB (1987).

La r6partition de la population et des cultures suit la ripartition des ressources en eau

disponibles pour les besoins de l'agrlCulture et des populations･ La maJeure Partie de

ces ressources se trouve dans le bassin dufleuve Niger et dams les regions

miridionales a forte pluviomitrie (zone frontaliere du Burkina Faso et du Benin) et

autour des wedis dispers占s sur l■ensemble du pays･ Les terres cultiv6es representent 3

% de la superficie totale du pays, soit
3 760 000 hal Les cultures irrlguies couvrent

14 000 ha, s°it0,4 % des superficies cultivies. Les infrastructures rurales de base sont

assez peu diveloppees, de sorte que le productiviti du secteur, qul repose Sur des

techniques de culture extensive de fbrme pluviale reste faible･ On cultive

prlnClpalement du millet, du
sorgho,

du ni6b6, et de llarachide sur de larges perlmetreS

comprlS entre le Sahel et la reglOn Sud du Niger･ Dams le bassin du Niger, o心1es

pluies sont abondantes, on cultive le rlZ, 1e coton, 1e bli et les legumes.

La production agrlCOle, fortement tributaire des eaux pluviales, est instable ; le pays,

loin d'assurer son autonomie alimentaire, est oblige d'importer 77 % de ses besoins

annuels en cirぬ1es･ Ainsi, 1e gouvernement du Niger a inclus l'aminagement des

infrastructure de base du secteur de production et de l'environnement rural parmi ses

objectifsma)eurs de d6veloppement national dans le but de garantir la production et

relever le taux d■autosuffisance alimentaire, probl占me maJeur de ce pays aux prlSeS

avec la d6sertification･ Les
objectifsdu planqulnquennal de diveloppement socio-

iconomique national (1987-1991) portent sur :
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1) 1a protection et la rehabilitation des capacitis de production de 1-agrlCulture,

des forets et de l'ilevage,

2) l.augmentation du taux d'autosuffisance alimentaire

3) 1'augmentation des revenus des populations rurales et des conditions de vie

dans les campagnes

4) 1a particlpation des populations reglOnales et le partage des responsabilitis dams

le diveloppement

2. PI･占sentation de la reglOn du
pl･Ojet

(1) Emplacement, relief et climat

Le secteur du proJet COmprend des agglomerations au fort potentiel agrlCOle

diss6minies sur la partie du bassin versant du Niger recouvert par les arrondissements

de Ti11ab6ry, de Say, de Tira et de Kollo dams le dipartement de Tillabiry. Ce sont

des sites sur lesquels il est possible d'exploiter les eaux de surface du neuve Niger qul

sont tr占s abondantes. Dans cette r6glOn au Climat sahilien, 11ann6e est divis6e en deux

saisons : la saison s主che d'octobre ajuin (9 mois) et la saison humide ou hivernage

dejuilletえseptembre(3 mois). La region forme un plateau dont llaltitude est comprise

entre 200 m et un peu plus de 300 m, 1a hauteur des preclpltations pendant la saison

des pluies est comprise entre 280 mm en moyenne et 500 mm (1993). En 一ive gauche

du neuve Niger s■itend la large val16e fossile du DolloI Bosso, en rive droite un riseau

dense de cours dreau saisonniers, 1es wedi. La rive droite du Niger est constituie d-un

6tage collinien forme par les saillies du socle et d'un plateau de dip6ts limoneux. La

population de l■ensemble du secteur du
projet

itait de 795.000 habitants en 1988. (Le

taux de croissance dimographique est de 2,6 % par an).

Secteur Nombrede

Villages

Population

Ti11ab岳ry 388 190.000

T6ra 322 290.000

Say 510 134.000

Kollo 262 181.000

Total 1.482 795.000
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D()NNEES NIAMEY TILLABERY SAY KOLLO TERA

Hauteurdespluies(mm) 426,5 38S,7 504,7 474,2 2糾,7

EvapotTanSPiration(mm) ll,3 l1,2

T勺maximalesmoyennes(oC) 36,3 37,5

Tcminimalesmoyennes(oC) 23,2 23,5

(2) Agriculture

Le secteur qui s'itend sur le bassin du neuve Niger binificie d●une bonne

pluviomitrie, dfun sol fertile et de bonnes conditions climatlqueS et naturelles, qui lui

confarent un potentiel agrlCOle exceptlOnnel pour le pays. Pourtant, aucun riseau

d.irrlgation n'6tant am6nage sur les terres agrlCOles, 1●imgation est faite en pulSantえ

1a main lleau dufleuve qul eSt tranSpOrtie JuSqu-aux perlm如res de culture. Ainsi les

perlmetreS
irrlguis sont forciment limitis et il est difficile d'esperer accroitre la

production des variit6s cultivables. Les cultures portent prlnCIPalement sur le millet,

1e sorgho, 1e mails, 1e riz, 1es arachides, et le niib6.

Secteur

Miー】et Sorgbo Niibi

Superficie Production Superficie production Superficie Production

(ha) (tonnes) (ha) (tolーneS) Old) (tol一neS)

Tillabiry 83.495 31,4 l7.036 4,0 5.178 0,1

Say 8l.452 42,5 23.372 9,I 22.833 4,3

Kollo l13.049 60,6 3.438 I,9 72.768 19,1

Tira 175.528 56,7 17.036 9,9 96.970 4,9

Secteur

Riz 入..Ⅰais Arachides

Superficie Production Superficie Production Superficie Production

(ba) (toーーneS) (1ーa) (tonnes) (Ⅰーa) (tonnes)

Tillabiry

Say

Kollo

T6ra

9.180

1.599

4.954

2A95

33,5

4,3

18,0

2,9

I,2 0,8 2,0 1,2
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3. ObjectifTs du
projet

Ce proJet a pour Objet
dlitablir un

projetd'implantation de pe†its perimatres de culture

irrlguis avec les eaux de surface du neuve Niger, sur des secteurs du bassin du Niger

qul preSentent un pOtentiel agrlCOle par-iculierement 6leve pour le pays･ Cecl permettra

de renforcer la production des cultures maraich占res a forte valeur d●ichange et

dlaugmenter
ainsi les revenus des populations locales dont le niveau de vie sera

amiliori. Ces
objectifsseront atteints grace aux infrastructures nouvelles d-alimentation

en eau potable des villages et A I-aminagement des sites autour des points d-eau

exploitis･ Le proJet aura pour but essentiel d.itablir un programme de diveloppement

agrlCOle visant a am占Iiorer I-environnement de vie et a favoriser les aminagements du

milieu rural.

Contenu du pl･Ojet

Pour atteindre les
objectifsvises par ce proJet, 1es programmes suivants devront etre

itablis:

(1) Programme de d占veloppement
agricole de l'ensemble de la r占gion A partir des

reconnaissances des eaux de surface, du relief, et de la
giologie

du bassin dufleuve

Niger, afin de s6lectionner les sites qul COnviennent en f♭nction de leur pluviomitrie

et de la situation de leurs exploitations agrlCOles.

(2) Plan des puits, infrastructures, et installations de post-collecte pour garantir les besoins

en eau d.irrlgation des petits perimatres de culture et en eau potable･

(3) Programme d'exploitation agricole et syst占me cultural.

(4) Estimation de l■impact sur 1-environnement du secteur du
projet avant projet et apr主s

PrOJet.

(5) Preparation des plans de construction et calcul des coats.

(6) Evaluation des travaux du
prqjet.
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5. Propositions pour 】'itude de dive]oppement

(1) Objectifs

(a) Analyse des bilans d'eau en eaux de surface du bassin du Niger et itablissement

d-un programme d-exploitation.

(b) Etablissement des secteurs d-utilisation des sols de la r占gion du
projetet selection

des secteurs de diveloppement prlOritaires.

(c) Trace des riseaux de petite irrigation
utilisant les eaux de surface.

(d) Planification des installations d.alimentation en eau potable sur la r占gion du
projet,

des programmes d'exploitation agrlCOle, des routes d■acc占s, des installations de

post-collecte.

(e) Elude de l'impact sur l●environnement.

(2) Presentation de l'itude

(a) Region Agglomerations dispers6es sur le bassin du neuve Niger qul

traverse les arrondissements de Tillab占ry, Say, T6ra et Kollo

dans le d6partement de Ti11ab6ry

(b) M6thodologie R6alisation de 1-itude en deux phase (I & II)

(c) Durie de l'6tude 12 mois

Phase二

(1) Premi占re reconnaissance sur le terrain

a･ Cartes topographiques du secteur de 1-6tude (S - 1/50 000) et donnies de base

(climat,hydrologie, utilisation des terres,
p6dologie,exploitations agricoles, relief,

g6ologle, eauX SOuterraines, debit desfleuves, analyse de qualit占de 1-eau et essais

de pompage, nombre d-agglomerations et population･

b. Potentiel hydraulique des eaux de surface et des eaux souterraines du bassin du

neuve Niger sur le secteur du proJet et 6tude des conditions d'utilisation des terres.

c･ Etude des ouvrages existant (alimentation en eau, riseaux dlirrigation, routes

rurales).
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(2) Premi占reanalyse au Japon

a. Etablissement des criteres de selection des sites du proJet, disignation des secteurs

od l●implantation de petits perlmetreS d-irrigation sera possible･

b･ Planditailli des ouvrages (prisesd'eau, r占seau de distribution, riseau d-irrigation,

routes rurales, etc) apres avoir difini la taille optimale des petit≦ p6rim如es

d'irrlgation.

cI Planification ditail16 et taille des installations d-alimentation en eau potable dams

les
villages du proJet.

PHASE2

1) Deuxi主me reconnaissance sur le terrain

a･ Pr占paration d■une carte topographique (S- 1/500) et compilation de documents

comp16mentaires concernant les sites exploitables.

b･ Etude ditaillie des sites du
projet (eaux de surface, eaux souterraines, giologie,

pidologie,exploitations agricoles, cultures, routes rurales, commercialisation).

c･ Etablissement du plan d'irrlgation des petits perlmetreS et plan ditailli des

ouvrages p6riph6riques.

d･ Etablissement du
plan dlalimentation en eau potable et pland6tailli des ouvrages

piriphiriques.

e･ Etude socio-6conomlque et enVironnement

(2) Deuxiとmeanalyse au Japon

a･ Analyse des bilans d-eau apres evaluation des potentiels hydrauliques en eaux de

surface dufleuve Niger et en eaux souterraines.

b･ Plan ditailli des installations d'irrlgation des petits perlmatreS et des riseaux

d'alimentation en eau.

c･ Elaboration du pland'am6nagement des infrastructures.

d･ Elaboration d●un programme d-exploitation
agrlCOle.

e. Calcul des coats de construction.

f･ Evaluation des travaux et de l'impact sur llenvironnement.
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6.

7.

0Ⅰ･ganisme de r6alisation nlgel･len

Llitude est mise en oeuvre par la direction du genie rural au ministere de

l'Hydraulique et de llEnvironnement.

Observations generates

(1) Impact des travaux

Le diveloppement du secteur agrlCOle est conditionne par des donnies naturelles telles

que le climat, 1e sol et les ressources hydrauliques. Au Niger, od 90 % de la

population est engagie dams l'agrlCulture, ce secteur de production est dlune

importance maJeure pour le diveloppement 6conomlque futur du pays･ C-est pourquoi

le gouvernement dams son plan de d占veloppement
national, accorde la prlOhti au

secteur agrlCOle qu'il se doit de renforcer plus particuli主rement. Le bassin du Niger

faisant llobjetde ce proJet eSt riche en eaux de surfaces exploitables en permanence,

et a ce titre son potentiel agrlCOle est extremement ilevi, dlautant que la pluviomitrie

de cette region a forte concentration humaine est relativement ilevie. Jusqu■a present

le productivit6 est faible car llaminagement des r6seaux d-irrlgation n-est pas encore

d6veloppi. Ce proJet a pour but de silectionner et de d61imiter des petits perlmetreS

de cultures irrlguies afin d'assurer la perenniti des fournitures en eau dfirrlgation en

exploitant les eaux de surface du neuve Niger et draugmenter les culturesえforte

valeur dlichange, en particulier les cultures maraich占res･ Dams un meme temps des

infrastructures
rurales telles que les installations dleau potable seront am6nag6es dans

chaque village, ce qui devrai=quilibrer le milieu de vie des populations du secteur,

et a long terme avoir un impact important sur la productivit占agrlCOle et sur les

revenus des agrlCulteurs.

(2) Etapes et volets dlitude nicessaires

La rialisation de ce proJet eSt enti主rement subordonn6e a 1-itude de faisabiliti. Pour

pouvoir implanter des cultures mara了ch占res d'une faGOn Stable dams cette reglOn du

bassin du Niger au potentiel agrlCOle important, il faudra itudier les possibi】itis de
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diveloppement du polnt de vue de la taille et des composantes des structures

aminagees･ Les petitsperimetres imguis
par les eaux de surface du neuve Niger qul

sont abondantes et autres infrastructures
agrlCOles ainsi que les installations

d'alimentation en eau seront planifi6es, pulS les secteurs qul COnViennent seront

silectionnis.

La phase I de l16tude comprendra llanalyse ditaillie du potentiel agrlCOle, des eaux de

surface, des ressources en eaux souterraines et des infrastructures rurales de l'ensemble

du secteur du pro)et pour s占1ectionner les perlmetreS qul COnViennent comme sites du

pro)et･ La phase II qul Suivra comprendra l'analyse ditaillie du relief, de la giologle,

des eaux de surface, des sols, des ressources en eau souterraines, des conditions

d■utilisation des terres, des surfaces irrlgu6es, des prlX des produits agrlCOles, des

infrastructures et des agglomerations, pour difinir l'ampleur du diveloppement et les

COmpOSanteS.

8. Tel■mes de l■6fi.･ence du
p･･ojet

- 6tude de raisabiliti (pI･OpOSition)

Les termes de rifirence proposes sont inclus ci-apres.
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R6publique du Niger

Termes de r卓f6rence pour une demande d'卓tude de faisabiJit6

(projet)

Nom du
projet :

Site du
projet :

Projet de d6veloppement de petits perJmetreS de culture dans

le bassin du Niger, d岳partement de Tillab卓ry

Partie du bassin du Niger recouvert par les arrondissements de

Ti‖ab6ry･ Say, T6ra et Kollo dans le d占partement de Tillab岳ry

Organe de r6alisation : Minist岳re de l'Hydraullque, de l･Environnement, etdu Genie rural

de la R岳publique du Niger

Source d'assistance :

Cadre du projet

Gouve｢nement du Japon

Le Niger est un pays continentaJ d'Afrique de l･Ouest, dont 90 % du territoire, d.une

superficie totale de 1 267 000 km2, se trouvent dans une reg10n de cJimat an･de ou

semi-aride･ Selon Jes estimations de 1992. 1a population du pays est de 8 260 000

habitants･ et Je taux de croissance d岳mographique de llordre de 3,3 %･ Le PNB par

habitant se situe autourde 300 S US (1991).

Avec 90 % de sa popu一ation concentr6e en milieu rural, le Niger est un pays

essentieI[ement ag√-core. Du point de vue socio-6conomJque, le pays repose

essentiellement sur le secteur agricole et rural, quj fournissent 37 % du PIB (1987).

La r6partition de la population et des cultures suit la r6partition des ressources en eau

disponibles pour les besoins de J.agnculture et des populations･ La maJeure Partie de

ces ressources se trouve dans le bassin du fleuve Niger et dans les regLOnS

m6ridionales畠forte pJuviom6trie (zone frontali畠re du B=rkina Faso et du Benin) et
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autour des wedis disperses sur [lensemble du pays.
Les terres cultiv占es representent

3 % de la superflcie totale du pays. soit 3 760 000 ha. Les cultures irrlgu岳es couvrent

14 000 ha, soit 0,4 % des superficies cultiv岳es. Les infrastructures rurales de base

sont assez peu d6veloppees, de sone que Ae productivit岳du secteur, qu( repose sur

des techniques de culture extensive de forme pluviale reste faible. On cultive

p｢lnCIPalement du millet. du sorgho, du n始b6, et de l■arachide sur de larges penmetres

compns entre le Sahel et ]a reg[on sud du Niger. Dans le bassin du Niger, OCJ res

pluies sont abondantes. on cultive le riz, le colon, le b始et les legumes.

La production agrlCOIe, fortement tributaire des eaux p[uviales, est instable ; te pays,

loin dlassurer son autonomie alimentaire, est oblig占dFimporter 77 % de ses besoins

annuels en c6r6ales. Ainsi, le gouvernement du Niger a inclus I-am岳nagement des

infrastructure de base du secteur de production et de l'envi｢onnement ru｢al parmi ses

objectifsma｣eurs
de d岳veloppement national dans le but de garantir la production et

relever le taux d'autosuffisance alimentaire, probl畠me ma｣eur de ce pays aux p｢lSeS

avec la d6sertification. Les objectifsdu plan qulnquennal de d6veloppement socio-

6conomique national (1987-1991) portent sur :

1) la protection et la
r畠habilitation des capacit岳s de production de l●ag｢lCulture,

des for台ts et de l●6levage,

l.augmentation du taux dfautosuffisance alimentaire

llaugmentation des revenus des populations rurales et des conditions de vie

dans les campagnes

4) la participation des populations regJOnales et le partage des responsabilit6s

dans le d岳veloppement

2. Objectifs de ]16tude

Cette 6tude a pour objet
dl岳tablir un projet pour J■irngation de petits perim6tres de

culture avec Les eaux de surface du f]euve Nige｢, surdes secteurs du bassin du Niger

qul, mime POur Ce Pays, PreSentent un POtentie暮agncole particuliarement岳Iev6. Ceci

permettra de renfo｢cer la production des cultures maraTcheres畠forte valeur d'岳change

tout en augmentant res revenus des populations locales dont le niveau de vie sera

am6fior6. Ces
objectifs seront atteints grace aux infrastructures nouvelles

dlalimentation en eau potable des villages et au reboisement des secteurs de la
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p6riph6rie des points d●eau exploit6s. L'6tude aura pour but essentiel d-6tablir un projet

de d6veloppement agncole qui favorisera les am岳nagements qul tOuChent

l-environnement rural.

3.

4.

Secteur recouvert par le
projet

Le secteur du projetcomprend des sites au fort potentieJ agr]cole r岳partis sur ]a partie

du bassin du Niger recouvert par les arrondissements de Tillab岳ry, de Say, de T6ra

et de Ko"o dans le d占partement de Tillab台ry. Ce sont des sites sur lesque]s il est

possible d●exploiter les eaux de surface du fleuve Niger qul SOnt abondantes dans un

secteur OCJ les pr占cipitations annue[les sont compnses ent｢e 280 mm et 500 mm

(1993). La population du secteu｢du projet畠taitestim6e畠795 000 personnes en 1988.

Contenu de l●6tude

L16tude de faisabilit6 proposee est constitu岳e de deux phases de travail avec chacune

les volets d'action suivants.

Phase l

(1) Premi6re reconnaissance sur le terrain

a.

C.

Cartes topographiques du secteu｢de I●岳tude(S
= 1/50 000) et donn色es

de base (climat, hydrologie, utilisation des terres, p6dologie,

exploitations agrlCOles, relief, geolog[e. eaux souterraines, debit des

fleuves, analyse de qualit6 de l●eau et essais de pompage, nombre

d'agglom6rations et population.

Potentiel hyd｢aullque des eaux de surface et des eaux souterraines du

bassin du fleuve Niger sur le secteur du proJet et 6tude des conditions

d'utitisation des terres.

Etude des ouvrages existant (alimentationen eau, r6seaux d'irrigation,

routes ｢u｢a】es).

(2) Premi畠re ana一yse au Japon

a. Etablissement des crit畠res de s6rection des sites du projet,d6signation

des secteurs oh l'implantation de petits perim6tres d'irngation sera

possible.
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C.

Plan d6tailI6 des ouvrages (prisesd'eau. r6seau de distribution, reseau

d'irrigation. routes rurales. etc) apres avoir d岳flni la taille optimate des

petits penmetres dlirrigation.

Planification d6taill畠 et ta州e des installations dlalimentation en eau

potable dans les v川ages du
projet.

PHASE 2

1) Deuxi卓me reconnaissance sur恒terrain

a.

C.

e.

Pr岳paration d-une carte topographique (S= 1/500) et compilation de

documents comp16mentaires concernant les sites exploitables.

Etude d6tail16e des sites du
projet(eaux

de surface. eaux souterraines,

g岳○Iogle, P6dologle, eXPloitations agncoles, cultures, routes rurales,

commercialisation).

EtabHssement du plan dlirrigation des petits perimetres et plan d岳tail16

des ouvrages p6riph6riques.

Etablissement du plan d'alimentation en eau potable et plan d岳ta川島des

ouvrages p6riph6riques.

Elude socio16conomlque et enVironnement

(2) Deuxi岳me analyse au Japon

a. Analyse des bilans d'eau apres 6valuation des potentiels hydrau(iques

en eaux de su｢face du fleuve Niger et en eaux souterraines.

Elaboration des installations d'ir｢lgation des petits perlmetreS et des

r岳seaux d'alimentation en eau.

Elaboration du plan d'am6nagement des infrastructures.

Plan d畠taiJl畠des installations dlirrigation et des r岳seaux d'alimentation

en eau.

Elaboration d'un programme d■exploitation agncole.

Calcul des coCltS de construction.

Evaluation des t｢avaux et de l●impact sur l■environnement.
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L'6tude durera 12 mois.



6.

7.

D6tachement des experts

Pour r6aliser les investigations et analyses de l●岳tudela mission devra comprendre des

experts dans Ies domaines suivants :

a.

b.

C.

d.

e.

f.

g･

h.

Synthese et coordination (chef de
mission)

Climatologie. hydrologle et hydraulique

lrrlgation et drainage

Eaux souterraines (prospections physiques)

PIanification des insta‖ations d■irrigation

Planification des insta[fations d'a[imentation en eau

Agriculture et p6dologle

D岳ve[oppement et environnement rural, commercialisation et infrastructures

(alimentationen eau, insta"ations d'hydraulique agro-pastorale, routes ruraJes)

Evaluation socio一色conomlque et岳conomie agrlCOle

Lev6s et calcul des coCJtS

Le nombre total des specialistes n6cessaires est 6valu占畠65 hommes/mois pour cette

6tude qui devrait durer 12 mois.

Rapports

Les diff6rents rapports de la mission d'岳tude seront r6dig畠s en frangaJS et PreSent6s

au gouvernement du Niger.

Phase 1

a･ Rapport pr61iminaire (20 ex.)

b. Rapport d'avancement I (20 ex.)

Phase 2

a･ Rapport pr61iminaire (20 ex.)

b･ Rapport d-avancemen川(20 ex.)

c･ ProjetderappoHfina[ (25ex.)

d･ Rapport final (50 ex.)
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1 mois apres le d占marrage de I'6tude

3 mo首s apres le d岳marrage de J'6tude

1 mois apres le d占ma｢rage de ll岳tude

1 mois apres le d畠marrage de ‡■6tude

12 mo首s apres le d岳marrage de l16tude

1 mois ap｢es reception
des

observations

sur le projet
de rapport final



Etude de faisabilit6 du projetd･irrigatJ･on de petits penm6tres du bassin du NJ･ger

dans le d6partement de Ti"ab6ry en R6pub-ique du Niger & projetde r6aJisation

PHASE

M○lS

ITEMS

PHASEI PHASEⅡ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 1叫 15

Phasef

(1)CartetopogTaPhique(S=1/50000)etdonn占esdeba8e

(c=mal.hydro(ogie.utiTisationdesterres.ag｢加fture.geologic,

d丘bitdeSfleuVes.agglomirations)

(2)lnVestigationBSurleterrain(○uvTage8eXistanls.eauxdesurface.

utili8atJondesterres.p丘dologJe.eXPloitatjonsagricoJe8.rOUteSrUraleB.

lm'gatLon.alimentatloneneau.eauxsbuteTraines)

(3)Chojxdessitesdup{ojet

(4)Etuded6tailEieduprojet.6laborationelanalyses

巳垣_ヱ

(1)Cartetopographique(S=1/500)etdocumentscornp旭,nentai,e,

(2)Eluded6La‖iedessitesdup{oiel(eauxdesur(ace.eauxsouterraines.

expーojtatJ'OnSagricoles,alimentalioneneau.irrigation.routesruTaJes).

(3)E(ablissementdesplansd'a如entationetd.irrigati.ndeS

petitsp卓hmetresetpJandetajr始desouvragesperiphd(iques.

(4)Eludesocjo-七conomique

(5)Etablissementdesinstallatjonsd'irriga(ion,deraーimentati.neneau

etdesinfrastructures.analysedesbilansd.eau

(6)CalcuJdescoOtsdeconslruction.6vaJua(iondestravaux

etdenmpacLsurrenVironnement.
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